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データモデル用の語彙をApplication specificに定義

コア語彙General
Vocabulary 

Application specific
Vocabulary

コアデータモデル
語彙 XX語彙

GIFコアデータモデルData Model

全ての用語は0:nで定義
スキーマなし

スキーマありXXデータモデルXXデータモデル

GIFと整合を保つための変更を実施

データモデル ー データモデル語彙 ー コア語彙 の関係情報は表に出さず、
(相互運用性を考える必要がある)データ設計者のみが知るべき情報として提供する

IMI3

実はつながっている

継承ではなく、辞書的な参照で用語を定義
（データモデル設計者にはコア語彙との関係を意識させない）

データモデル定義とは別にマッピングを定義
（データモデル利用者にはIMIとの関係を意識させない）
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GIFを支える基盤「IMI3(ドラフト)」
既存のIMIサイトが提供する技術や語彙などを、GIFを支える基盤として再整理しIMI3として
リニューアルする。

コンテンツ IMIサイトの対応 IMI3サイトの対応
コア語彙 IMI3へリダイレクト 基軸を英語化し、バージョンアップ公開
ドメイン語彙 公開中止 省庁等からの依頼に応じ公開を検討
データモデルドメイン語彙 ー コアデータモデル用語彙として公開
公開ドラフト(応用語彙) 公開中止 公開しない(審査規定等が未整備)
データモデル 公開中止 公開しない(データモデルはGIFに一本化)
ネームスペース コア語彙及び法人情報語彙のネームスペース

を維持しているため、３-5年間確保を継続
コア語彙ネームスペースの変更。
法人情報語彙については要相談。

サイトドメイン名 imi.go.jp imi-x.jp(仮)
技術仕様 必要なもののみIMI3へリダイレクト GIFを推進するうえで必要となるIMIの技術仕様の

み公開
各種ガイド類 必要なもののみIMI3へリダイレクト GIFを推進するうえで必要となるIMIのガイドのみ公

開
文字情報基盤 譲渡が完全に完了するまでは掲載を継続 リンクのみ掲載
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